
��� ���� ����	
 ���
������ �
 ��� �	�	���� ������� 
�� �������	
 ����

������� ����

�����

言語グリッド（�������� ���	）の構想
－異文化コラボレーション基盤の構築を目指して－
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�� はじめに

インターネットは世界の人々を繋いだと言われるが，言語の
壁は依然として存在する．インターネット上の言語人口は多様
化し，標準言語がない状態ともいえる．������ �
�����の調
査によれば，インターネット上の英語人口は  !�"#，アジア言
語人口が "$#，欧州言語人口が "%#である．&
�で様々な情
報が共有されているが，それらの情報を知るためには，多くの
言語の理解が必要となり非常に困難である．これまでに日中
韓馬の異文化コラボレーション実験 �'�"(("（���
���������

'���������	�� ���
�	�
�� "(("）を実施した )野村 ( *．この
実験では，+(名を超える日中韓馬の学生，教員が，母国語を用
いてオープンソースソフトウェアの共同開発を行った．コミュ
ニケーションを仲介したのは，機械翻訳システムである．以
降，日中間のブロードバンドネットワークを用いた �'�"(( ，
日中韓馬泰で被験者を共有した �'�"((!と，実験は続いてい
る．これらの経験より，異文化コラボレーションにおける機械
翻訳は，コラボレーションを促進するには十分とは言い難い翻
訳品質であるものの，母国語で他国の議論を表示できること

連絡先, 灘本 明代，独立行政法人 情報通信研究機構，京都府
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で，異文化コラボレーションのアウェアネス支援としては有効
であった．
すでにインターネットには，このような機械翻訳などの言語

処理機能や電子辞書などの言語資源が蓄積され始めている 5以
降，総じて言語サービスと呼ぶ6．しかし，国際的な活動を行っ
ている 789が，それらを利用して自らが望むサービスを構築
しようとすると，様々な問題が生じる．まずユーザが，その機
能や品質，それに伴うコストを判断することは困難である．さ
らに，契約・知財の複雑さ，利用方法が標準化されていないと
いった問題がある．ユーザが必要なサービスを容易に構築する
ことを可能とするためには，言語資源や言語処理機能のユーザ
ビリティおよびアクセシビリティを向上させる必要がある．イ
ンターネットや&
�が世界の人々の異文化コラボレーション
基盤となるためには，言語の壁を越える仕組みが必要となる．
そこで，本研究ではインターネット上の既存の言語サービスを
容易に利用でき，ユーザ自らが新たな言語資源や言語処理機能
を追加し，さらに組み合わせが可能な仕組みを持つ言語グリッ
ド（.������
 ��	�）について提案する )�
�	�� ($*．
世の中には，専門家が作成した言語サービスが数多く存在す

る．それらをインターネット上に移し，さらにユーザが作成し
た言語サービスも追加する．このようにインターネット上に言
語サービスを蓄積させることで，ユーザはそれらを連携させ，
必要とする言語サービスを新たに構築することが可能となる．
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図 :, 言語グリッド

つまり，言語グリッドは，言語サービスの容易な利用と追加の
仕組みを提供することで，専門家の力だけではなく，人々の力
で言語の壁を越えることが目的であり，&
� のアプローチと
似ている．
本論文では，言語グリッドの構想について述べる．その中で，

これまでの活動成果および今後の研究課題について述べる．

�� 言語グリッド

言語グリッド（.������
 ��	�）は，インターネット上の既
存のサービスを自由に組み合わせ，新たな言語サービスを生み
出せる枠組みである．言語グリッドの特徴は，ヨーロッパ各国の
語彙データベースの統合を目指した ����&���7
�);�


� (+*

と異なり，データの統合ではなくサービスの統合を目指してい
る点である．グリッドとは，「分散した資源を連携させ，オープ
ンスタンダードなプロトコルが利用でき，質の高いサービスを
提供できるもの」と定義される．言語グリッドには，対訳翻訳
や機械翻訳などを縦横に組み合わせる「水平型言語グリッド」
と，応用に特化しコミュニティが必要とする言語サービスを生
み出す「垂直型言語グリッド」の "種類の機能がある．各言語
グリッドがどのような言語サービスから構成されるのかを図 :

に示す．
水平型言語グリッドは，国の標準言語に関する言語資源や言

語処理機能をワークフローで接続するものである．アジアの約
:(言語，世界全体で "(言語程度の対訳辞書や機械翻訳を利用
する予定である．一方，垂直型言語グリッドは，異文化コラボ
レーション活動の現場で使われる，医療通訳，絵文字コミュニ
ケーションなどのコミュニティ固有の辞書や用例対訳を利用可
能としていく．
������ な水平型言語グリッドと .���� な垂直型言語グリッ

ドとを組み合わせることにより，グローカルな言語インフラを
構築することができる．我々は，誰でもが，「コミュニティ固
有の言語資源を作成し，言語グリッドに登録できる」さらに，
「言語グリッド上に登録されている言語サービスを簡単に接続
し，利用できる」仕組みを構築することを目的としている．

�� システムアーキテクチャ

前章で述べたように，言語グリッドは，インターネット上に
個別に分散した言語資源や言語処理機能を，仮想的に一つの言
語サービス群として統合して利用可能にする技術である．これ
により，言語サービスへのアクセシビリティやユーザビリティ
が向上することで，国際的な活動を行っている人々自らが望む

サービス
呼び出し配備要求

言語サービスの配備 言語サービスの呼出し言語サービスの登録
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シナリオ実行レイヤ
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図 ", 言語グリッドシステムのアーキテクチャ

サービスの構築が可能になる．
この言語グリッドの実現には，作成者や提供者が異なる言語

サービス群の連携が必要となる．それぞれが個別に実装した言
語サービスはインタフェースや実装言語が異なるため，実装方
法に依存しない手法で連携しなければならない．このような相
互運用の問題を解決する一つの手法として，&
� サービスが
注目されている．&
� サービスとは，2<. に基づく通信プ
ロトコル =9�85=	���
 9�4
�� ���


 8�������6やサービス
のインタフェース記述言語&=>.5&
� =
��	�
 >

��	��	��

.������
6 を用いて，プラットフォームに非依存なアプリケー
ション連携を可能にする技術である．言語サービスに関して
は，三省堂デイリーコンサイス��などが体験版ではあるが既に
提供されている．また，近年このような&
�サービスを連携
するためのビジネスプロセスの標準化も活発に行われており，
?8�.+&=5?�
	�
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6 などが提案されている )����
�
 ( *．例えば，既存
の仏英翻訳サービスや英和翻訳サービスといった&
�アプリ
ケーションを&
�サービス化できれば，その二つを順に接続
するワークフローを ?8�.+&= で記述することで，仏和翻訳
の&
� サービスを提供することが可能になる．
我々は，この&
�サービス技術に基づいて言語グリッドシ

ステムの開発を行った．開発した言語グリッドシステムのアー
キテクチャを図 "に示す．言語グリッドシステムは，&
�サー
ビス化された言語資源・言語処理機能からなる言語サービスレ
イヤと，連携プロセスである ?8�.+&=を実行するシナリオ
実行レイヤ，そして，連携プロセスを作成するシナリオ連携レ
イヤの  つのレイヤから構成される．以下では各レイヤにつ
いてより詳しく説明する．

��� 言語サービスレイヤ
言語グリッドに統合される言語サービスは，その提供方法に

より，実行プログラムとして提供されているもの，&
� アプ
リケーションとして提供されているもの，&
� サービスとし
て提供されているものの  種類に分けられる．一つめの言語
サービスは言語グリッドシステム上の&
�サービス実行エン
ジンに直接配備することで言語グリッドに統合可能である．一
方，残りの二つの言語サービスは言語グリッドシステムの外部
にサービスの実体が存在するため，言語グリッドに統合するに
は&
�サービス用のインタフェースが必要である．三つめは
既に&
� サービスとして公開されているため，そのサービス
インタフェース記述である&=>.と，サービスのプロフィー
ル情報を言語グリッドシステム上の&=>. リポジトリ，プロ

�! �  ,566:::8� 
��&8&
�6:
6
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フィールリポジトリにそれぞれ登録することで言語グリッド
に統合可能である．一方，二つめの言語サービスは，各言語
サービスの種類に応じたラッパーを構築し，&
� サービス化
しなければならない．サービス間の連携を容易にするために，
このラッパーは言語サービスの種類ごとに標準化されたイン
タフェースが必要である．現在，我々は&
� 上に公開されて
いる&
�アプリケーションや言語資源を収集し，それぞれの
ラッパーを構築しながら標準インタフェースを整理している．

��� シナリオ実行レイヤ
ビジネスプロセスの記述言語として開発された ?8�.+&=

はロールバック等の複雑な処理が可能である反面，実行速度に
問題がある．言語サービスがしばしば人と人の共同作業の場で
用いられることを考慮すると，複雑な処理よりも実時間性の方
が重視される．そこで，シナリオ実行レイヤでは二種類の高速
化手法を利用し，連携プロセスの処理を効率化させている．一つ
は ?8�.+&= から @���へのトランスレータ 5?8�."@�;�6

であり，もう一つは&
� サービスの実行結果のキャッシュで
ある．前者は特に複数クライアントから呼び出される場合に
効果的であり，後者はあいさつなどの定型文が頻繁に発生する
チャットなどで利用される言語サービスに効果的である．した
がって，多人数での多言語チャットで呼び出される多国語翻訳
サービスの実行に適している．

��� シナリオ連携レイヤ
言語サービスは，&
� サービス化され言語グリッドに統合

されると，シナリオ連携レイヤで作成する連携プロセスのコ
ンポーネントとして利用することが可能になる．言語グリッド
システムは，連携プロセスの作成を支援するためのコマンド
群も提供しており，ユーザは直接 ?8�.+&= を記述しなくて
も，選択した言語サービスをワークフローへ追加・削除するこ
とで，自分たちの活動に適した連携プロセスを作成できる．作
成されたワークフローから自動的に ?8�.+&= が生成され，
ユーザからの配備要求によって，新しい言語サービスが生成さ
れる．このような言語サービスの連携により構築される言語グ
リッドには，水平型言語グリッドと呼ばれるものと垂直型言語
グリッドと呼ばれるものが存在する．
水平型言語グリッドは，国の標準言語を取り扱う汎用的な言

語サービスを連携するため，グリッドを構成するコンポーネン
トの数は比較的少なく，連携のパターンもマルチホップ翻訳の
ように単純である．今後，言語資源や言語処理機能の数が増加
するにつれて，水平型言語グリッドも容易に拡大していく．
一方，垂直型言語グリッドは，各コミュニティの活動に特化

した言語サービスの構築を目的とするため，その連携プロセ
スは複雑かつ多様である． 例えば，医療現場の通訳支援では，
正確な翻訳が求められるため，医療用の対訳辞書が必要とな
る．ただし，病院ごとの対訳辞書を通訳支援団体がそれぞれ作
成していては，その労力は少なくない．したがって，既に電子
化された一般的な医療対訳サービスと，各病院に特化した医
療対訳集を電子化したサービスを連携させることが必要となっ
てくる．図  にその連携プロセスを表すワークフローを示す．
入力となる日本語の文は初めに病院に特化した対訳サービス

一般的な日中

医療対訳集

入力文
(日本語)

病院に特化した

日中医療対訳集

出力文
(中国語)

出力文

(中国語)

If(対訳の有無?)

図  , 医療通訳支援用言語サービスのワークフロー
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図 +, 異文化コラボレーション支援システムの構成図

に送られ，対訳が存在すれば，対訳の中国語の文を出力する．
もし対訳が無ければ，一般的な対訳サービスに送られ，対訳の
中国語の文が出力される．

�� 今後の研究構想

ユーザが言語グリッドを用いて異文化コラボレーションに
関するアプリケーションを構築するには，ユーザが容易に使
用できる異文化コラボレーション支援システムが必要である．
実サービス可能な異文化コラボレーション支援システムを構築
するためには，5:6 言語グリッドの機能の強化，5"6 異文化コ
ラボレーション支援システム利用のための各種機能が必要で
ある．そこで我々は，言語グリッドにおける言語サービスの追
加，連携，利用の視点から研究に取り組んでいる．図 +に異文
化コラボレーション支援システムの構成を示す．本研究では，
言語グリッドの強化として言語サービスの追加と連携を，異文
化コラボレーション支援システム利用のための各種機能の構築
として言語サービスの利用を提案する．

��� 言語サービスの追加
言語グリッドでは，対訳辞書や機械翻訳，形態素解析といっ

た言語資源や言語処理機能が数多く必要である．あらかじめあ
る程度の言語サービスは言語グリッドに登録されているが，言
語グリッドの発展には，&
� のように言語グリッドのユーザ
による言語サービスの登録が必要不可欠である．したがって，
あらゆるユーザが容易にこの言語サービスを追加できる機能
を構築しなければならない．追加対象である&
�アプリケー
ションやソフトウエア等の&
�サービス化されていないもの
は，ラッパーを用いて&
� サービス化し言語グリッドシステ
ムに登録しなければならない．このラッピング作業を自動化す
ることが今後の研究課題として挙げられる．ただし，言語グ
リッドでは複数の言語サービスを連携させることが目的である
ため，その言語サービスが何であるか各々の言語サービスを事
前に定義する必要がある．そのため，言語サービスに対するセ
マンティックスを用いたセマンティックラッパーを実現する．

��� 言語サービスの連携
��� 言語サービスオントロジー
言語グリッドにおいて，複数の言語サービスを連携させる

ためには，相互運用性を確保・促進する必要があり，そのため
に，個々の言語サービスに対して適切なメタデータを付与する
必要がある．このようなメタデータは，人間，ソフトウェア双
方にとって了解可能な言語サービスオントロジーに基づいてい

�
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る必要がある．また，そのオントロジーは言語グリッド上に現
在存在する言語サービスを対象とするだけでなく，将来現れる
可能性のある新たな言語サービスも対象に含められなければな
らない．そこで言語サービスの追加時，連携時に有用な標準的
な言語グリッドオントロジーを構築する )A���
�	 ($*．
��� 言語サービス自動連携
言語グリッドに登録されている複数の言語サービスから，ユー

ザ自ら各自の利用形態に合わせて最適な言語サービスの組み合
わせを選択するのは困難である．そこで，この言語サービスの
連携の自動化を研究開発する．言語グリッドは常に言語サービ
スが追加・削除されるため，連携可能な言語サービスが動的に
変化している．したがって，ワークフローのプランニングとし
て，このような動的な環境下における&
�サービスの自動連
携手法を提案する．さらに，実際に言語サービスオントロジー
を用いて，この自動選択手法を言語サービスドメインへ適用す
ることで，提案手法の有効性を検証する．

��� 言語サービスの利用
��� コンテンツ検索・比較機能
ユーザは言語グリッドを用いて&
�コンテンツやメタデー

タ付映像コンテンツ，ローカルな文書コンテンツ等多メディア
なコンテンツを利用する事がある．また，ユーザは会話の中か
らまたはこの&
�に関連する文書といったように，直接キー
ワードを用いて検索を行うとは限らない．そこで，多言語コ
ンテンツ間・多メディア間を横断検索可能な機能及び '���
��

����
な機能を用いた検索手法の研究開発を行う．また，異
文化間のコラボレーションを行うにあたり，より効率よくコラ
ボレーションを行うために多言語で記述された種々のコンテン
ツを比較提示する研究開発も行う．
��� ドメイン適応型コンポーネント
異文化コラボレーション支援システムにおいて，ドメインが

異なれば必要とされる機能やユーザ・インタフェースは大きく
異なる．各コミュニティにおいて多種多様なタスクが存在する
ことは容易に想像できるため，あらゆるコラボレーション形態
に対応したツールを提供することは非常に困難である．また，
コミュニティに適した言語サービスを構築できたとしても，そ
れを利用するためのツールをユーザ自身で開発することは難し
い．そこで，言語グリッドと連携する機能を備えた，ユーザ・
インタフェースを含む各種機能をコンポーネント群として生成
し，ユーザがそれらを容易に組み合わせることで，よりドメイ
ンに特化したコラボレーションツールの生成を実現する開発環
境を構築する．つまり，ユーザは必要なコンポーネントを組み
合わせることで，種々のコミュニティにおけるコラボレーショ
ンに適した支援システムを容易に生成することが可能となる．
��� コラボレーションのためのシナリオ記述
異文化コラボレーションの支援を目的とした言語サービス

は，しばしば人と人の共同作業の場で用いられるため，&
�

サービスのみから構成される複合サービスとは限らない．言語
サービスにおける多くの連携プロセスでは，コラボレーション
の現場の人のアクティビティへの考慮も必要になる．つまり，
人とのインタラクションも含んだ連携プロセスを考えなければ
ならない．このような連携プロセスの実現には，単純なサービ
ス呼出しに基づいたワークフロー記述言語ではなく，各サービ
スの実行主体をエージェントとみなした，インタラクションに
基づくシナリオ記述言語が適切である．このシナリオ記述言語
では，コラボレーション支援の中で発生する人とのインタラク
ションの記述と，言語グリッド上の言語サービスとのインタラ
クションの記述を可能にしなければならない．
��� ユーザビリティ

ユーザ中心の異文化コラボレーション支援システムを構築
していくためには，専門家主導のシステム構築ではなく，社会
の中で実際に行われる多文化・多言語間のコミュニケーション
現場を通し，システムを開発していくことが重要である．そこ
で，「異文化コラボレーションオープンラボ」を構築し，国内
外の異文化コラボレーション活動を行っている関連団体・組織
などと連携しながら，ユーザビリティ評価モデルを心理的なス
トレスの測定を行いながら構築し，そこで得られた知見を言語
グリッドシステムおよびコラボレーション支援ツールにフィー
ドバックする．

�� おわりに

本論文では，言語サービスのアクセシビリティおよびユーザ
ビリティの向上を目的とした言語グリッドの構想について述べ
た．異文化コラボレーションの研究には，機械翻訳などの自然
言語処理研究のみならず，エージェント，セマンティック&
�

などの人工知能研究，ヒューマンインタフェースやコラボレー
ション研究，さらに異文化間コミュニケーションの研究が連携
していく必要がある．これらの連携には，異文化コラボレー
ションにおける会話のデータや統計データの蓄積が重要であ
り，実験やアンケートによるデータ収集が，これらの異なる研
究分野を結びつけていくと思われる．すでに本研究では  つ
の 789の協力による活動を始めており，現場のデータを収集
していく予定である．このように本研究の特徴は，産官学だけ
でなく民をも加えた協働体制で研究を進めていくことにある．
このために，ユーザビリティテストおよびビジネスモデルの形
成を目的とした異文化コラボレーションオープンラボの開設な
どを予定している．
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